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※ある国である価格で買える商品が他国ならいくらで買えるかを示す交換比率。
　例えば、日本で３００円の商品がアメリカで２ドルの場合、１ドル＝１５０円となる。

平成 22 年（2010 年）4月 7日

　
「
幸
せ
～
っ
て
何
だ
っ
け
、
何
だ
っ
け
」
と
歌
う
明
石
家
さ
ん
ま

の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
23
年
ぶ
り
に
リ
メ
イ
ク
さ
れ
て
放
映
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
あ
や
か
っ
て
か
、
鳩
山
政
権
は
、
国
民
に
「
幸
せ
っ
て
何
？
」

と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
政
策
を
考
え
る
と
い
う
。

　

鳩
山
由
紀
夫
首
相
は
「
鳩
山
内
閣
に
お
け
る『
成
長
』は
、
従
来

型
の
規
模
の
成
長
だ
け
を
意
味
し
な
い
」（
施
政
方
針
演
説
）
と
強
調

す
る
が
、
果
た
し
て
国
民
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
の
拡
大
、
つ

ま
り
所
得
の
増
加
を
求
め
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
対
し
、
幸
福
実
現
党
の
木
村
智と
も

重し
げ

党
首
は
、
「
具
体
的
な

幸
福
の
実
現
こ
そ
が
政
治
の
使
命
で
す
。
所
得
を
増
や
す
こ
と
な
く

し
て
、
国
民
の
幸
福
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
現
政
権
を
一
刀
両
断
す
る
。
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国
民
に
「
幸
せ
か
」と

調
査鳩

山
政
権
は
昨
年
末
、「
新

成
長
戦
略
基
本
方
針
」
を
決
め
、

健
康
・
医
療
な
ど
の
分
野
で
需

要
を
創
造
す
る
と
打
ち
出
し
た

が
、
財
界
か
ら
は
「
具
体
的
な

肉
づ
け
が
な
い
」
と
手
厳
し
い

批
判
を
浴
び
て
い
る
。

こ
の「
方
針
」は
同
時
に
、「
数

値
と
し
て
の
経
済
成
長
率
や
量

的
拡
大
の
み
を
追
い
求
め
る
従

来
型
の
成
長
戦
略
と
は
一
線
を

画
し
」、「
生
活
者
が
本
質
的
に

求
め
て
い
る
」「
幸
福
度
の
向

上
」
を
目
指
す
こ
と
を
打
ち
出

し
た
。

近
く
、
国
民
４
千
人
を
対
象

に
「
幸
せ
か
ど
う
か
」「
ど
う

い
う
と
き
に
幸
せ
を
感
じ
る

か
」
を
調
査
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、「
幸
福
度
」
を
表

す
新
た
な
指
標
を
開
発
す
る
と

い
う
。

Ｐ
が
増
え
れ
ば
、
幸
福
度
が
増

す
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

所
得
が
上
が
る
こ
と
は

幸
福
の
条
件

こ
ん
な
興
味
深
い
研
究
も
あ

る
。
米
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学

の
Ｂ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
准

教
授
と
Ｊ
・
ウ
ォ
ル
フ
ァ
ー
ズ

准
教
授
は
08
年
に
発
表
し
た
論

文
で
、「
各
国
国
民
の
幸
福
度

と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
明
確
な
相
関
関
係

が
あ
り
、
豊
か
な
国
の
国
民
の

ほ
う
が
よ
り
幸
せ
を
実
感
し
て

い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

両
氏
が
使
っ
た
ア
メ
リ
カ
調

査
会
社
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
が
世
界
約

１
０
０
カ
国
で
行
っ
た
「
生

活
満
足
度
調
査
」（
03
年
）
は
、

明
ら
か
に
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
※
購
買
力
平
価
）
が
多
い
と

満
足
度
が
高
く
な
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

満
足
度
の
高
い
順
で
並
べ
る

と
、
ア
メ
リ
カ
（
１
人
当
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
約
３
万
８
１
０
０

ド
ル
）、
イ
ギ
リ
ス
（
同
約

２
万
９
８
０
０
ド
ル
）、
日
本

（
同
約
２
万
７
４
０
０
ド
ル
）、

中
国
（
同
約
３
１
０
０
ド
ル
）

と
、
見
事
な
相
関
関
係
を
示
す

（
グ
ラ
フ
②
参
照
）。

こ
う
し
た
調
査
か
ら
考
え
て

も
、
所
得
が
上
が
る
こ
と
が
幸

福
の
第
一
条
件
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。

毎
年
25
万
円
か
ら
35
万
円

所
得
が
増
え
る
政
策

「
幸
福
実
現
党
の
政
策
は
シ

ン
プ
ル
で
す
。
景
気
回
復
、
そ

し
て
経
済
成
長
に
よ
っ
て
、
国

民
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
」

同
党
の
木
村
党
首
は
、
今
夏

の
参
院
選
に
向
け
て
こ
の
ほ

ど
作
成
さ
れ
た
「
主
要
政
策

２
０
１
０
年
４
月
版
」
を
こ
う

「幸せって何？」と聞いて回る

済
活
動
の
縛
り
を
解
き
、
高
度

成
長
へ
と
導
く
。

こ
れ
ら
の
成
長
戦
略
で
、

２
０
１
２
年
に
は
３
～
５
％
の

経
済
成
長
、
２
０
１
５
年
ご
ろ

に
は
７
％
程
度
の
経
済
成
長
が

可
能
と
見
込
ん
で
い
る
。
平
均

的
な
世
帯
で
は
毎
年
25
万
円
か

ら
35
万
円
ず
つ
所
得
が
増
え
る

計
算
だ
。

木
村
党
首
は
、「『
幸
せ
っ
て

何
？
』
と
国
民
に
聞
い
て
回
る

民
主
党
と
、
経
済
成
長
に
よ
っ

て
所
得
を
増
や
し
、
幸
福
を
実

感
し
て
も
ら
う
幸
福
実
現
党
の

ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
を
問
い
た

い
」
と
熱
く
語
っ
た
。　
（
吉
）

説
明
す
る
。

幸
福
実
現
党
は
、「
幸
福
」

と
い
う
名
を
冠
し
な
が
ら
、
鳩

山
政
権
の
よ
う
に
抽
象
的
な
幸

福
感
に
逃
げ
込
む
こ
と
な
く
、

「
具
体
的
な
幸
福
の
実
現
」
を

目
指
し
て
い
る
。

第
一
段
階
と
し
て
、
新
た
な

基
幹
産
業
を
創
出
す
る
た
め

に
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
や
航
空
・

宇
宙
産
業
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
な

ど
に
積
極
的
に
投
資
す
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も

１
０
０
０
万
人
以
上
の
雇
用
を

生
み
出
し
、
景
気
回
復
を
確
実

に
す
る
。

第
二
段
階
は
、
大
減
税
と
大

胆
な
規
制
緩
和
だ
。
所
得
税
、

法
人
税
の
10
％
程
度
の
一
律
課

税
化
を
早
期
に
実
現
す
る
。
都

市
開
発
や
農
業
な
ど
の
分
野
で

規
制
緩
和
・
撤
廃
も
行
い
、
経

VS.
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経済的な豊かさ

①経済的な豊かさと心の豊かさを
　実感している日本人の割合

（出所）日銀「家計の金融行動に関する世論調査」
01～ 06 年は調査を実施していない。

（出所）OECD「Gross domestic product」

②１人当たり名目ＧＤＰと生活満足度
（満足度） （2003 年）
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幸福実現党 主要政策（2010 年 4 月版）

党 員
限定版

う
も
な
い
の
が
現
実
だ
。

給
料
と
預
金
が
増
え
れ
ば

幸
福
感
は
増
す

日
本
銀
行
の
09
年
ま
で
の
調

査
に
よ
る
と
、「
心
の
豊
か
さ
」

を
実
感
す
る
人
の
割
合
は
、「
経

済
的
な
豊
か
さ
」
を
実
感
す
る

人
の
割
合
と
ほ
ぼ
連
動
し
て
い

る
（
グ
ラ
フ
①
参
照
）。

し
か
も
、「
経
済
的
な
豊
か

さ
を
実
感
す
る
た
め
に
大
切
な

こ
と
」
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
（
複
数
回
答
）、「
あ
る
程
度

の
額
の
年
収
の
実
現
」（
67
・

９
％
）
が
最
も
多
く
、「
あ
る

程
度
の
額
の
金
融
資
産
の
保

有
」（
49
・
３
％
）
が
続
い
た
。

単
純
に
言
え
ば
、「
給
料
の

手
取
り
と
銀
行
預
金
が
増
え
る

こ
と
で
、
幸
福
感
は
増
す
」
と

い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
経
済

学
的
に
言
え
ば
、
景
気
が
よ
く

な
っ
て
、
１
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ

08
年
の
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

以
降
、「
日
本
は

も
は
や
経
済
成
長

は
望
め
な
い
」
と

い
う
悲
観
論
が
政

界
に
広
が
っ
て
い

る
。
鳩
山
首
相
自

身
、「
日
本
が
中
国

に
経
済
力
で
抜
か

れ
る
こ
と
は
当
然
」

と
公
言
す
る
ぐ
ら

い
だ
。

「
だ
か
ら
、
金
銭

で
は
表
せ
な
い
幸

福
が
大
切
だ
」
と

い
う
こ
と
か
も
し

れ
な
い
が
、
金
銭

と
幸
福
感
は
簡
単

に
は
切
り
離
せ
そ

中国のみ世界銀行「Online Databases」

「１０年で所得倍増」の

民主党

幸福実現党

ａ）積極的な社会基盤整備
●  30 兆円以上のデフレギャップを埋める。
●  インフラ投資は「資産」として残る。

ｃ）抜本的な規制緩和・ 
　 自由化、減税

●  交通、都市開発、土地利用・売買、農業、
医療、子育てなどの分野で自由化。

●  所得税・法人税低税率フラット化。
ｂ）大胆な金融緩和
●  基幹産業創出、インフラ投資のための資

金供給。

経済的な政策手段

経済的な中目標

Ⅱ「新・強兵」政策
　防衛の強化

Ⅲ ｢新･学問のすすめ｣政策
　公立学校の復活

●  ゆとり教育の転換。
●  塾を学校として認め、教育を多様化。

●  日米同盟の強化。防衛産業の育成。
●  憲法９条改正。

<企業を増やす>
新たな基幹産業の創出
●  リニア建設で「交通革命」。
●  宇宙・防衛産業、ロボット産業、海洋

開発、新エネルギー開発、食料増産。

行政の「収益部門」化
●  未来産業分野に配置換えし、生産性を

２倍に。

積極的な人口増加
●  広くて安い住宅を供給。
●  公立学校を立て直し､教育支出を軽減。
●  外国人の積極的受け入れ。

健康で働き続けられる社会
●  年金制度の再構築。75 歳定年制への

移行。

<働く人を増やす>

Ⅰ「新・富国」政策

外交・安保政策 教育政策

経済政策



それでも戦い続ける本当の理由

幸福の科学グループ創始者 兼 総裁幸福の科学グループ創始者 兼 総裁

定価 1,470 円（税込） 定価 1,260 円（税込） 定価 1,260 円（税込）

それでも、日本を救いたい！

幸福維新を
起こさん！
真の自由と繁栄を目指して

幸福実現党 党首 木村智重

吉田松陰
の霊言

け
れ
ば
、
ゆ
く
ゆ
く
は
ス
ラ
ム

に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
点
で
韓
国
は
、李イ

明
ミ
ョ
ン

博バ
ク

大
統
領
が
政
権
を
取
っ
て

か
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
て
替
え

法
制
が
急
速
に
整
備
さ
れ
、
居

住
水
準
の
大
幅
な
向
上
が
見
ら

れ
る
ほ
か
不
動
産
も
好
景
気
で

す
。
こ
れ
は
日
本
と
違
い
、
建

て
替
え
の
交
渉
費
用
を
適
切
に

軽
減
す
る
べ
く
、
反
対
が
過
度

に
有
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
法

律
を
見
直
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

建
築
規
制
も
都
市
計
画
も

要
ら
な
い

―
―
開
発
法
制
を
見
直
し
た
う

え
で
、
建
築
規
制
や
土
地
用
途

規
制
（
都
市
計
画
）
を
緩
和
・

中
国
・
上
海
に
は
超
高
層
ビ
ル
が
１
８
０
０
棟
以
上

あ
る
と
さ
れ
る
。
か
た
や
日
本
は
全
国
で
２
０
０
棟
程

度
。
こ
の
数
十
年
、
東
京
で
は
六
本
木
な
ど
一
部
を
除
い

て
、
新
宿
副
都
心
以
上
の
「
摩
天
楼
」
が
出
現
し
て
い
な

い
。
そ
の
結
果
、「
狭
く
て
高
い
住
環
境
」
が
続
い
て
い
る
。

何
が
都
市
の
再
開
発
を
遅
ら
せ
て
い
る
の
か
。
政
策
研
究

大
学
院
大
学
の
福
井
秀
夫
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

撤
廃
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

建
築
基
準
法
は
、
違
法
建
築

が
あ
っ
て
も
、
実
際
に
是
正
さ

れ
る
割
合
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
％

し
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
違
法

建
築
は
や
っ
た
も
の
勝
ち
で
す
。

建
築
基
準
法
は
、
売
春
防
止
法
、

未
成
年
者
飲
酒
・
喫
煙
禁
止
法

と
並
ぶ
「
日
本
三
大
ザ
ル
法
」

の
一
つ
で
す
。

結
局
、
建
築
規
制
や
都
市
計

画
が
一
つ
の
思
い
込
み
に
基
づ

く
硬
直
的
な
儀
式
の
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
自
治
体
の
担
当
者

が
図
面
の
上
で
、「
こ
こ
は
商

業
地
域
で
、
高
さ
20
メ
ー
ト
ル

規
制
」
と
鉛
筆
を
な
め
な
が
ら

決
め
て
い
る
。
何
の
た
め
に
規

制
が
あ
る
の
か
説
明
も
で
き
な

い
例
も
多
い
。
子
供
が
お
も

ち
ゃ
で
遊
ぶ
み
た
い
に
権
力
を

振
り
か
ざ
し
て
い
る
に
近
い
こ

と
が
起
き
て
し
ま
う
。

建
築
規
制
も
都
市
計
画
も
、

基
本
的
に
都
市
の
快
適
性
と
機

能
性
を
高
め
る
た
め
に
あ
り
ま

す
。
法
制
度
は
そ
の
た
め
の
手

段
の
一
つ
。
目
的
の
実
現
が
可

能
な
ら
、
究
極
は
、
建
築
規
制

も
都
市
計
画
と
い
う
形
で
の
規

制
も
要
ら
な
い
ん
で
す
。

私
は
、
奇
抜
な
色
の
ビ
ル
や

景
観
を
損
ね
る
建
物
を
建
て
る

な
ど
、
周
辺
の
地
価
を
下
げ
る

よ
う
な
土
地
利
用
や
建
物
建
築

に
対
し
て
、
固
定
資
産
税
の
枠

組
み
な
ど
を
活
用
し
て
課
徴
金

や
税
金
を
か
け
る「
ピ
グ
ー
税
」

で
規
制
を
代
替
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
高
層
ビ
ル
や
マ
ン

シ
ョ
ン
を
建
て
た
と
き
、
周
り

に
ど
れ
ぐ
ら
い
圧
迫
感
を
与
え

る
か
、
ど
れ
ぐ
ら
い
空
が
見
え

つ
い
て
は
、
現
在
の
市
場
地
価

と
取
得
価
額
と
の
差
額
に
対
応

す
る
含
み
益
分
に
対
す
る
利
子

相
当
分
を
払
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
の
代
わ
り
、
土
地
取
引
を

阻
害
す
る
取
引
に
関
わ
る
税
金

は
す
べ
て
ゼ
ロ
で
す
。
建
物
に

対
す
る
固
定
資
産
税
も
ゼ
ロ
。

投
資
し
て
、
耐
震
構
造
の
家
を

建
て
る
ほ
ど
固
定
資
産
税
が
高

い
な
ん
て
、
バ
カ
げ
て
い
ま
す
。

不
動
産
取
得
税
、
登
録
免
許
税
、

印
紙
税
も
ゼ
ロ
で
す
。
こ
れ
が

理
想
的
な
土
地
税
制
で
す
ね
。

そ
う
な
れ
ば
、
未
利
用
地
の

転
換
が
進
み
ま
す
。
自
分
で
土

地
を
有
効
利
用
し
な
い
限
り
、

値
上
が
り
を
待
つ
だ
け
で
は
、

土
地
で
利
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
か
ら
。
こ
れ
で
土
地
の

供
給
量
が
増
え
ま
す
。
し
か

も
、
建
築
規
制
や
都
市
計
画
も

抜
本
的
に
合
理
化
す
れ
ば
、
床

面
積
の
供
給
量
も
増
え
ま
す
か

ら
、
確
実
に
「
広
く
て
安
い
住

宅
」
が
出
回
り
ま
す
。

―
―
景
気
回
復
効
果
も
絶
大
で

す
。マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
需
要
も
家

具
や
家
電
の
需
要
も
増
え
、
飛

躍
的
に
内
需
が
拡
大
し
ま
す
。

迅
速
に
景
気
が
よ
く
な
り
ま
す
。

韓
国
の
人
口
は
日
本
の
２
分

の
１
以
下
の
５
０
０
０
万
人
で

す
。
そ
れ
で
も
経
済
成
長
し
て

い
ま
す
。
日
本
は
法
制
度
の
点

で
、
方
向
転
換
し
に
く
い
硬
直

的
な
一
種
の
途
上
国
で
す
。

し
か
し
、
本
来
、
日
本
ほ
ど

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
国
が
、

成
長
し
な
い
な
ん
て
あ
り
得
な

い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。  

（
聞
き
手　

横
田
基
文
）

建
築
・土
地
利
用
規
制
を
抜
本
的
に
合
理
化
す
れ
ば

瞬ま
た
た

く
間
に
景
気
が
回
復
す
る

し
て
も
、
法
律
が
権
利
調
整
を

困
難
に
す
る
よ
う
に
で
き
て
い

ま
す
。
反
対
し
続
け
た
人
で
も

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
て
替
え
ら
れ

た
後
、
値
上
が
り
分
も
含
め
た

金
額
を
補
償
さ
れ
る
の
で
、
反

対
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
て
し
ま
っ

て
い
る
ん
で
す
。
借
家
人
で
反

対
派
が
1
人
で
も
い
れ
ば
、
建

て
替
え
を
事
実
上
止
め
る
に
近

い
こ
と
も
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

東
京
や
大
阪
に
は
昭
和
40
年

代
に
建
っ
た
50
平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
で
５
階
建
て
な
の
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
な
い
、
と
い
っ
た

住
む
に
耐
え
な
い
老
朽
マ
ン

シ
ョ
ン
が
山
の
よ
う
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
建
て
替
え
が
進
ま
な

る
か
、
と
い
う
「
天
空
率
」
と

い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
。
天
空

率
を
狭
め
、
周
り
の
地
価
を
下

げ
る
程
度
に
応
じ
て
、
固
定
資

産
税
を
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。今

は
都
市
計
画
の
用
途
規
制

で
住
宅
と
工
場
を
分
け
て
い
ま

す
が
、
ハ
イ
テ
ク
工
場
な
ら
騒

音
も
汚
水
も
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
小
学
校
の
ほ
う
が
よ
ほ
ど

騒
音
源
で
す
。
だ
か
ら
、
土
地

用
途
の
規
制
で
は
な
く
、
騒
音

や
交
通
混
雑
と
い
う
外
部
性
の

源
泉
そ
の
も
の
に
応
じ
て
課
徴

金
や
税
金
を
か
け
れ
ば
い
い
。

測
定
は
簡
単
に
で
き
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
節

度
あ
る
合
理
的
な
土
地
利
用
が

生
ま
れ
ま
す
。

都
市
部
の
未
利
用
地
を

市
場
に
出
す
方
法

―
―
土
地
が
も
っ
と
流
動
化
す

る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
。

市
街
化
区
域
農
地
を
は
じ
め
、

周
辺
の
開
発
に
よ
っ
て
土
地
の

値
上
が
り
を
期
待
し
て
待
っ
て

い
る
だ
け
の
未
利
用
地
を
市
場

に
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
努
力
で
は
な
く
、
近

所
の
道
路
整
備
や
再
開
発
で
地

価
が
上
が
り
、
そ
の
転
売
益
で

儲
け
る
と
い
う
発
想
は
矮
小
と

し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
な
く
す
た

め
に
、
土
地
譲
渡
益
課
税
は
所

有
者
自
身
に
よ
る
土
地
の
付

加
価
値
を
控
除
し
た
う
え
で

１
０
０
％
で
い
い
と
私
は
考
え

ま
す
。
税
の
延
納
に
よ
る
利
益

を
見
込
ん
で
、
売
却
を
先
送
り

に
す
る
凍
結
効
果
を
防
ぐ
た
め
、

土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
に

再
開
発
法
制
を
見
直
し

狭
小
な
土
地
の
集
約
を

―
―
幸
福
実
現
党
と
し
て
は
、

都
市
開
発
や
土
地
利
用
・
売
買

の
規
制
緩
和
・
撤
廃
を
進
め
て
、

建
物
を
高
層
化
し
、も
っ
と「
広

く
て
安
い
住
宅
」
を
供
給
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

容
積
率
や
建
ぺ
い
率
、
日
影

規
制
な
ど
の
複
雑
怪
奇
な
建
築

規
制
が
高
層
化
を
妨
げ
て
い
ま

す
。
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
に
し
た

ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
そ
の
前
提
と
し
て
、

都
市
部
の
狭
い
敷
地
で
は
限
界

が
あ
り
、「
敷
地
の
共
同
化
」

が
重
要
で
す
。

こ
の
六
本
木
周
辺
も
、
六
本

木
ヒ
ル
ズ
や
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
が
で
き
た
割
に
は
、
そ
れ
以

外
は
狭
小
な
土
地
に
貧
相
な
建

物
が
並
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
。

こ
れ
ら
の
権
利
者
の
利
害
を

調
整
し
な
が
ら
再
開
発
を
進
め

る
の
は
、
膨
大
な
時
間
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
庶
民
に
は
高
額
の
住
宅

し
か
供
給
で
き
ま
せ
ん
。
土
地

収
用
権
の
な
い
民
間
の
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
（
開
発
業
者
）
を
政

府
が
権
利
調
整
の
面
で
適
切
に

助
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

政
府
や
Ｕ
Ｒ（
都
市
再
生
機
構
）

が
全
面
買
収
す
る
わ
け
で
す
。

あ
と
は
、
一
定
の
計
画
の
下

に
競
争
入
札
で
一
番
高
値
を
つ

け
た
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
売
り
渡

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
民
間
が
最

も
有
効
な
土
地
の
利
用
を
考
え

て
く
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
高
度
利
用
が
実
現

す
れ
ば
、
狭
小
な
敷
地
の
所
有

者
や
借
家
人
に
補
償
金
を
十
分

払
っ
て
も
お
釣
り
が
き
ま
す
。

―
―
再
開
発
法
制
を
見
直
さ
な

い
と
い
け
な
い
。

現
在
の
再
開
発
法
制
は
硬
直

的
で
す
。
老
朽
化
し
た
住
宅
が

一
定
以
上
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
っ
た
縛
り
が
多
い
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て
替
え
に
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